
　日本不動産学会は，２０１３年５月１８日１３時３０分から日本
大学経済学部本館５２号室において，２０１３年度通常総会を
開催した。総会では，以下の議案を審議し承認された。
＜議案＞
第１号議案　２０１２年度貸借対照表（案），正味財産増減

計算書（案）およびこれらの附属明細書
（案）等について

　第２号議案　理事および監事の報酬について
＜報告＞
　報告事項１　２０１２年度事業報告について
　報告事項２　２０１３年度事業計画について
　報告事項３　２０１３年度収支予算について

１．審議経過と議案決議の結果
　氷鉋揚四郎理事が開会を宣し，定款第１５条の規定によ
り三橋博巳会長が議長にあたることを説明し，本日の通
常総会は定足数を満たしたので有効に成立した旨を宣し
た。続いて議案の審議に入った。

第１号議案　２０１２年度貸借対照表（案），正味財産増減計
算書（案）およびこれらの附属明細書（案）
等について

　議長が，２０１２年度貸借対照表（案），正味財産増減計
算書（案）およびこれらの附属明細書（案）等について
審議する旨を述べ，三井康壽総務担当理事より久米良
昭常務理事が説明する旨が告げられた。久米良昭常務
理事より公益社団法人移行に伴い総会の議決事項等の
変更がなされたことの説明と共に，資料に基づき２０１２
年度決算について詳細説明がなされた。その後，建部
好治監事，湯浅富一監事が行った監査について建部好
治監事から報告がなされ，第１号議案は，原案どおり
全会一致で承認可決された。
第２号議案　理事および監事の報酬について
　議長が，理事および監事の報酬について審議する旨を

述べ，三井康壽総務担当理事より久米良昭常務理事が
説明する旨が告げられた。久米良昭常務理事より配布
資料「公益社団法人日本不動産学会　理事および監事
に対する報酬等の支給の基準」に基づき説明がなされ，
第２号議案は，理事および監事の報酬については当面
の間無報酬とする原案のとおり，全会一致で承認可決
された。

２．報告事項
報告事項１　２０１２年度事業報告について
　議長の指示により，氷鉋揚四郎常務理事が２０１２年度
事業報告について資料に基づき説明を行った。議長が
本件について出席者に意見を伺い，何らの異議はな
かった。

報告事項２　２０１３年度事業計画について
　議長の指示により，氷鉋揚四郎常務理事が２０１３年度
事業計画について資料に基づき説明を行った。議長が
本件について出席者に意見を伺い，何らの異議はな
かった。

報告事項３　２０１３年度収支予算について
　議長の指示により，久米良昭常務理事が２０１３年度収
支予算について資料に基づき説明を行った。議長が本
件について出席者に意見を伺い，何らの異議はなかっ
た。

３．その他
　議長の指示により，三井康壽副会長より公益社団法人
移行により，総会・理事会の手続きが従来より厳格にな
り，理事会には全理事が必ず出席いただくこと（テレビ
会議等による参加も良い），および総会は正会員の過半
数の出席が必ず必要とされ，委任状を含めた出席者数の
確保が必要であるので，お知らせする期日に返信するよ
う強くお願いしたいとの要請があった。

４．議事録署名人について
　議長より，定款第２９条の規定により，本日の議事の経
過を議事録にまとめるにあたり，会員巻島一郎氏，同花
輪宗命氏の２名を議事録署名人に選任したい旨を諮り，
全会一致で承認可決された。
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５．総会承認事項
⑴　２０１２年度貸借対照表，正味財産増減計算書およびこ

れらの附属明細書等
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２　 理事および監事の報酬について
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６．総会報告事項
⑴　２０１２年度事業報告

Ⅰ　事業の状況
１　内閣府に対して公益認定申請を行い，２０１３年３月２１
日内閣府より公益社団法人として認定された。
２　研究会及び講演会の開催（社団法人日本不動産学会
定款第５条第１号）
　１　２０１２年度総会の開催
　　日時　２０１２年５月１９日（土）　１３：３０～１４：３０
　　場所　東京　日本大学経済学部７号館
　２　２０１２年度春季全国大会の開催
　　日時　２０１２年５月１９日（土）　１５：００～１７：３０
　　場所　東京　日本大学経済学部７号館
　　共催　一般社団法人不動産協会， 

公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会，
　　　　　社団法人全日本不動産協会， 
　　　　　一般社団法人不動産流通経営協会，
　　　　　一般社団法人日本住宅建設産業協会，
　　　　　公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会，
　　　　　財団法人民間都市開発推進機構，
　　　　　公益財団法人日本賃貸住宅管理業協会
　　内容　シンポジウム形式
　　　　　テーマ：「大災害の危機管理」
　　　基調講演　「震災の教訓と復興の課題」
　　　　大西　隆（東京大学大学院教授・日本学術会議

会長）
　　　基調講演　「川崎市における震災対策」
　　　　阿部孝夫（川崎市長）
　　　パネルディスカッション
　　　コーディネーター
　　　　中井検裕（東京工業大学大学院教授）
　　　パネリスト
　　　　大西　隆（東京大学大学院教授・日本学術会議

会長）
　　　　阿部孝夫（川崎市長）
　　　　安藤至大（日本大学大学院准教授）
　　　　阿部泰隆（弁護士・神戸大学名誉教授）
　　　　小滝　晃（財不動産適正取引推進機構総括研究

理事，元・内閣府政策統括官（防災
担当）付総括参事官）

　３　２０１２年度秋季全国大会（第２８回学術講演会）の開催
　　日時　２０１２年１０月２７日（土）～２８日（日）
　　場所　福岡大学七隈キャンパス
　   内容
　　審査付論文発表　３題　　一般論文発表　１７題
　　実務報告会　４題　　ワークショップ　２題
　　　テーマ「建物の安全性に関する瑕疵をめぐる不動

産判例について」
　　　テーマ「地域商業再生─まちづくり戦略と広域地

域連携─（１部・２部）」
　　シンポジウム　１題
　　　テーマ「九州の中心市街地活性化　─広域連携と

まちづくり─」
　　共催　北九州市，福岡市，熊本市，毎日新聞社西日

本支社，福岡大学都市空間情報行動研究所
（FQBIC）

　　後援　内閣府，国土交通省，経済産業省，福岡県，
社団法人九州経済連合会

　　協賛　株式会社ゼンリンデータコム，九州旅客鉄道
株式会社，西日本鉄道株式会社

　　来賓挨拶　服部誠太郎（福岡県副知事）
　　基調講演 「中心市街地の取り組み」
　　　　　　　梅本和秀（北九州市副市長）
　　　　　　　渡邊正光（福岡市副市長）
　　　　　　　寺崎秀俊（熊本市副市長）
　　研究報告　福岡大学都市空間情報行動研究所

（FQBIC）
「新幹線全線開業で九州の人の流れはどう変化し
たか？」　山城興介

「なぜ広域連携が必要か─移動距離と広域回遊─」
斎藤参郎

　　パネルディスカッション
　　　パネリスト
　　　　梅本和秀（北九州市副市長）
　　　　渡邊正光（福岡市副市長）
　　　　寺崎秀俊（熊本市副市長）
　　　　横山典弘（内閣官房地域活性化統合事務局次長）
　　　　本郷　譲（九州旅客鉄道常務取締役・博多まち

づくり推進協議会会長）
　　　　高崎繁行（西日本鉄道取締役常務執行役員・
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We Love天神協議会理事長）
　　　　斎藤参郎（福岡大学都市空間情報行動研究所所

長）
　　司会　横田恵美（週刊エコノミスト編集長）
　４　セミナーの開催
　　日時　２０１３年３月４日（月）
　　場所　東京　すまい・るホール
　　後援　一般社団法人不動産証券化協会，
　　　　　一般社団法人不動産協会，
　　　　　公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会，
　　　　　社団法人全日本不動産協会，
　　　　　一般社団法人不動産流通経営協会，
　　　　　一般社団法人日本住宅建設産業協会
　　　　　社団法人日本賃貸住宅管理協会，
　　　　　財団法人不動産適正取引推進機構
　　　　　日本地域学会，資産評価政策学会，
　　　　　社団法人都市住宅学会
　　テーマ　「不動産証券化における関係当事者破綻時

の実務」
　　　講師　稲葉　譲　弁護士（稲葉総合法律事務所）
　５　文部科学省２０１２年度科学研究費助成事業シンポ
ジウム開催

　　日時　２０１２年１２月２５日（火）
　　場所　東京　すまい・るホール
　　共催　独立行政法人住宅金融支援機構
　　後援　国土交通省，一般社団法人不動産協会，
　　　　　公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会，
　　　　　社団法人全日本不動産協会，
　　　　　一般社団法人不動産流通経営協会，
　　　　　一般社団法人日本住宅建設産業協会，
　　　　　公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会，
　　　　　一般社団法人不動産証券化協会，
　　　　　財団法人不動産適正取引推進機構，
　　　　　財団法人民間都市開発推進機構
　　テーマ　「将来世代の提案を踏まえたすまい・まち

づくり」
　　内容
　　＜第１部＞
　　　来賓挨拶　野村正史（国土交通省土地・建設産業

局不動産業課長）

　　　特別講演　「将来世代からの提案をふまえて　これ
からのすまい・まちづくりのあり方」

　　　　小澤紀美子（東京学芸大学名誉教授，東海大学
人間環境学科特任教授）

　　　表彰式
　　＜第２部＞
　　　講演　「不動産のリノベーション・再生の最前線 

～ブルースタジオの挑戦」
　　　　大島芳彦（株式会社ブルースタジオ専務取締役）
　　　講演　「新たな価値を創出する，新・不動産メディ

アの開発　～東京R不動産の実践」
　　　　林　厚見（東京R不動産ディレクター， 
　　　　　　　　　株式会社スピーク共同代表）
　　　講演　「【フラット３５】の最近の状況について」
　　　　森山真次（独立行政法人住宅金融支援機構 

フラット３５推進室室長）
　　　講演　「将来世代からのメッセージにこたえる」
　　　　中城康彦（明海大学不動産学部長， 

日本不動産学会理事）
　　　司会：齊藤広子（明海大学不動産学部教授， 

日本不動産学会理事）
３　学会誌，その他の刊行物の発行 
（社団法人日本不動産学会定款第５条第２号）
　１　「日本不動産学会誌」の発行
 発行年月日 通巻号
 ２０１２年６月２５日 １００号
 ２０１２年９月２８日 １０１号
 ２０１２年１２月２５日 １０２号
 ２０１３年３月２５日 １０３号
　２　「学術講演会論文集」の発行
 発行年月日 通巻号
 ２０１２年１０月７日 ２８号
４　研究及び調査の実施 
（社団法人日本不動産学会定款第５条第３号）
　１　海外研修
　　研修期間　２０１２年４月２３日（土）～２７日（水）
　　研修先　　中国四川省
　　研修目的　中国四川省震災復興まちづくり事情の視

察
　２　委託研究の実施
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　　①SK総合住宅サービス協会からの委託研究
　　　研究テーマ「セーフティネット住宅の新たな事業

展開に関する研究」
５　研究の奨励及び研究業績の表彰 
（社団法人日本不動産学会定款第５条第４号）
　１　２０１１年度学会賞の表彰
　　①論文賞，論説賞，著作賞，湯浅賞（研究奨励賞）の

表彰（２０１２年５月１９日）
　　＜論文賞＞
　　谷口　守・落合淳太「住宅街区特性から見たスマー

トグリッド導入適性」
　　＜論説賞＞
　　園田眞理子「高齢者の転居，死亡・相続と持家の管

理・利用　郊外住宅地での応急策と出
口戦略」

　　福井秀夫「資格制度の意味と限界」
　　植松　丘「管理からマネジメントへ」
　　＜著作賞（学術部門）＞
　　髙橋寿一『地域資源の管理と都市法制　ドイツ建設

法典における農地・環境と市民・自治体』
　　浅見泰司・中井検裕・山口幹幸・佐土原聡・陣内秀信

『環境貢献都市「東京のリ・デザイン」広域
的な環境価値最大化を目指して』

　　＜著作賞（実務部門）＞
　　三井康壽『首都直下大地震から会社をまもる』
　　＜湯浅賞（研究奨励賞）（修士論文部門）＞
　　矢吹剣一「歴史的市街地における空き家再生活動に

関する研究─空き家活用マネジメトと地
区再生への展開に着目して─」

　　藤澤　聡「市町村間の補助金競争が企業集積に与え
る影響」

　　木村康司「開発許可制度の弊害について─社会福祉
施設等の市街化調整区域への立地を対象
として─」

　　＜湯浅賞（研究奨励賞）（博士論文部門）＞
　　山城興介「消費者行動アプローチにもとづく交通政

策の評価に関する研究」
　　②２０１２年度業績賞の表彰（２０１２年１０月２７日）
　　・株式会社日本政策投資銀行
　　　「「DBJ Green Building認証」の創設」

　　・安田不動産株式会社
「大型シェアハウスのコンセプト設定とメディア
化によるバリューアップ」

　　・ 森ビル株式会社
「アークヒルズ　仙石山森タワー～虎ノ門・六本木
地区第一種市街地再開発事業～」

　　③２０１２年度田中啓一賞の表彰
　　・中川雅之「情報シェアリングと賃貸住宅市場」

（２０１２年５月１９日）
　   ・安田不動産株式会社（２０１２年１０月２７日）

「大型シェアハウスのコンセプト設定とメディア
化によるバリューアップ」

　　④全国小・中・高　作文・絵画・ポスターコンクール
　　～あんぜん・あんしんなすまい・まち～の表彰 
　　　（２０１２年１２月２５日）
　　・小学生絵画部門
　　最優秀賞　菅原偲穏「災害に強いスライムハウス」
　　優秀賞　　渡部　温「地震に強い風船ハウス」
　　　　　　　宮内千莉「点検しよう」
　　　　　　　浜島司竜「津波に強いバリアー島」
　　・小学生作文部門
　　優秀賞　　松本由奈「とうこう」
　　　　　　　山田華穂「ゆめの町」
　　　　　　　鈴木茉利奈「安心・安全な町と住まい」
　　・中学生ポスター部門
　　優秀賞　　山田菜央「心でつながる楽しいまち」
　　　　　　　中川朋実「町屋を壊さないで」
　　・中学生作文部門
　　優秀賞　　西銘美優「様々な犯罪について」
　　　　　　　池田望美「学校が島の宝に」
６　不動産における国際的な知識及び経験の交流（社団
法人日本不動産学会定款第５条第５号）

　１　関係団体との連絡・活動協力
　２　ホームページによる国際的な情報の発信
７　関連学会との連絡及び協力 
（社団法人日本不動産学会定款第５条第６号）
　　日本学術会議との連絡・協力
　　日本学術協力財団との連絡・協力
　　一般社団法人日本建築学会との連絡・協力
　　社団法人都市住宅学会との連絡・協力
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　　資産評価政策学会との連絡・協力
　　日本環境共生学会との連絡・協力
　　日本地域学会との連絡・協力
　　一般社団法人日本住宅建設産業協会との研究協力
　　関係諸団体との機関誌の交換
　　講演会等への共催及び後援
８　その他目的を達成するために必要な事業 
（社団法人日本不動産学会定款第５条第７号）
　１　会議等に関する事項
　　理事会 ２回
　　常務理事会  ３回
　　総務委員会 ２回
　　学術委員会 １回
　　出版編集委員会 ５回
　　国際交流委員会 １回
　　事業企画委員会 ４回
　　論文・著作賞選考委員会 ３回
　　業績賞選考委員会 ２回
　　田中啓一賞選考委員会 ２回

Ⅱ　会員の状況（２０１３年３月３１日現在）　
　　正会員　　１,０１７名（うち院生６０名）
　　賛助会員　７３団体

　　　以　上
●２０１２年度事業報告附属明細書
Ⅰ．事業報告の内容を補足する重要な事項
１．役員の他の法人等の業務兼校理事等との重要な兼職
の状況
　　特になし
２．学会と役員との間の利益が相反する取引
　　特になし
３．その他の記載事項
　１　定款に定める事業内容について補足すべき重要な
事項

　　特になし
　２　事業の実施状況について補足すべき重要な事項
　　特になし
　３　許認可等について補足すべき重要な事項
　　特になし
　４　役員会等に関する補足すべき重要な事項

　　特になし
　５　正味財産増減の状況及び財産の増減の推移につい
て補足すべき重要な事項

　　特になし
以　上

２　２０１３年度事業計画

１　公益社団法人への移行 
　公益社団法人への移行に伴い，諸規程の見直し及び
早期の施行など学会運営における内部統治の充実を図
り，公益法人としてさらなる学会活動の活発化を目指
す。

２　研究会及び講演会の開催（定款第４条第１項第１号）
　・２０１３年度春季全国大会の開催 
　　日時　２０１３年５月１８日（土）　１５：００～１７：３０ 
　　場所　東京 日本大学経済学部７号館 
　　内容　シンポジウム 

「都市の構造変化を踏まえたこれからの不動
産・まちづくり政策」

　・２０１３年度秋季全国大会（第２９回学術講演会）の開催 
　　日時　２０１３年１１月１５日（金）～１７日（日）
　　場所　宮城大学・大和キャンパス
　　研究論文（審査付・一般）の発表
　　実務報告会，シンポジウム及びワークショップの開
催

　・セミナーの開催（１～２回）
３　学会誌，その他の刊行物の発行（定款第４条第１項
第２号）

　・「日本不動産学会誌」の発行（４回）
　・「学術講演会論文集」の発行（１回）
４　研究及び調査の実施（定款第４条第１項第３号） 
　・受託による調査・研究の実施 
　・不動産学に関する研究の実施・支援
５　研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第４条第１項
第４号）

　・学会賞の表彰 
①論文賞，論説賞，著作賞，湯浅賞（研究奨励賞）の
候補者の募集，選考を行い，通常総会において表彰
式を行う。

②業績賞の候補者の募集，選考を行い，秋季全国大会
において表彰を行う。
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③田中啓一賞の候補者の募集，選考を行い，通常総会
および秋季全国大会において表彰を行う。

６　不動産における国際的な知識及び経験の交流（定款
第４条第１項第５号）
　・関係団体との連絡及び活動協力 
　・ホームページによる国際的な情報の発信
７　関連学会との連絡及び協力（定款第４条第１項第６
号）
　・機関誌の交換 
　・講演会等への共催及び後援 
　・関連学協会の活動・研究協力 
８　その他法人の目的を達成するために必要な事業

以　上
３　２０１３年度収支予算
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